








































































































































































































































































































































を “ 今ここ ” で乗り越える夢──実際は悪夢だ──のような世界のヴィ
ジョンを与えたからである。［2010：391］
〔ナショナリズムとアソシエーショニズム〕いずれも、資本主義的な経
済の中で生じる階級分解や疎外という現実に対して、交換様式 A を想
像的に回復するものである。違いは、その回復がいかにしてなされるか
にある。…ナショナリズムは、過去のあり方をノスタルジックに能動的
に回復するものである。他方、アソシエーショニズムは、過去の交換様
式 A を回復するとしても、意識的にそうするのではない。意識的には
未来志向的である。したがって、後者の場合、現状を変革するものとな
るが、前者は結局、現状の肯定にしかならないのである。［2010：393］
超越的な第四項を見るか否かが「未来志向」か「過去志向」かを分けるので
あろうか。
私は何も、とにかく転換せよ、と謳いたいわけではない。相互転換の強制
は不自由以外の何ものでもない。この場合、不転換可能性を確保すること
−89−
（つまり転入しないという選択肢を確保すること）が課題となる。
相互転換可能性には転換も不転換も含まれなければならない。「超越論的」
（transzendental）とは元々、あらゆる経験を可能にする条件を問題化する
立場を形容する言葉であった。ところが柄谷は経験を超えた、「超越的」
（transzendent）な場所を求める迷路に入り込んでしまった。この探究は『ト
ランスクリティーク』以来、混乱の度を深めているように見受けられるので
ある。
超克とは超越的な場所に入ることではなく、今この場所に内在しつつ、世
界を擬制的に創り変えることであるはずだ。なぜならオリジナルな世界など
ここ以外のどこにも存在しないのであるから。
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